
１ 労働災害の防止に向けた取組
～県発注工事における安全衛生への配慮～

埼玉県

埼玉県の建設工事について

～労働災害の防止・働き方改革～

２ 建設業における働き方改革

令和７年６月２５日（水）

埼玉県 県土整備部 建設管理課
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（１）実務要覧、積算基準の安全衛生配慮事項

１．土木工事安全施工技術指針
本指針は、土木工事における施工の安全を確保するため、一般的な技術

上の留意事項や施工上必要な措置等の安全施工の技術指針を示したもの。
〇直近（Ｒ７．４）の改正内容（抜粋）
「国道249号中屋トンネル付近工事現場における作業員の被災事案を踏まえた再発防止策」を踏まえた改定
異常気象時の対策：事務所にテレビ，ラジオ，インターネット等を常備し，常に防災気象情報等の入手に努めること。
なお,防災気象情報等の確認にあたっては，広域的に確認すること。防災気象情報等を踏まえ,作業の中止を判断すること。
（防災気象情報等は気象庁,河川・防災部局等が発表する警報等,市町村が発令する避難情報を指す。）

３．熱中症対策
日最高気温等の状況に応じ、工事現場の熱中症対策に係る費用として、

現場管理費の上乗せ補正の試行を開始。（令和元年８月～）
工期設定において、猛暑日（WBGT31以上日数換算）を現場不稼働日

として算定。（令和５年６月～）

２．契約時における確認票
建設工事の契約時に労働災害の防止や公正な取引、過積載や改造車両の

不使用などを記載した「契約時における確認票」を作成し、受発注者双方で
内容を確認する。
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建設業の健全な発展のため、毎年、法令遵守を主テーマとして、
建設業者を対象に開催している。（R7 Web開催予定）

＜内容（予定）＞
・建設業法等に関する法令遵守
・建設業許可・経審の電子申請化、
社会保険・建退共への加入

・その他

【URL】
https://www.pref.saitama.lg.jp/a1002/soudan/konpuraiansu.html

（２）建設業コンプライアンス研修

http://#
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（３）建設職人基本法の県計画・取組施策の公開

建設工事従事者の安全と健康の確保に関する施策を総合的・計画的に
推進することを目的とし、H29.3に法施行。同法９条に基づき、R3.3に
県計画を策定。県HP及び県政情報センターで公開中。

【URL】
https://www.pref.saitama.lg.jp/a1002/kensetsusyokuninkihouhou.html

http://#
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（１）建設業の働き方改革に関する県の施策体系

 建設工事の効率化 〇工事関係書類の削減及び簡素化　〇装飾的書類の非評価
〇配置技術者の専任規定の緩和

 新技術の活用 〇新技術の掘り起し　〇新技術活用の評価

 企業の主体的な
 取組を後押し 〇総合評価（インターンシップ・多様な働き方実践企業・若手技術者等配

置）

生産性の向上  情報通信技術の活用
〇ICT活用工事（１７工種）　〇３次元測量、ＢＩＭ／ＣＩＭ
〇情報共有システム（ＡＳＰ方式）の活用

賃金・社会保障
〇設計労務単価の引上げ　〇適正な予定価格の設定
〇社会保険への加入促進　〇建設職人基本法県計画
〇建設キャリアアップシステム活用モデル工事の取組拡大
〇重層下請改善工事　〇労働環境調査モデル工事

 人材確保とシニア活用
関係機関との連携
(地域連携ﾈｯﾄﾜｰｸ) 〇入職促進(ＨＰ開設、現場見学会・ポスター及び絵画コンクール)

〇職場定着研修　〇資格取得支援研修　〇シニア指導者研修

〇快適トイレ働きやすい環境

建設業の
持続的な発展

担い手の確保
・育成

【取  組】
働き方改革  就労環境

の改善
長時間労働の是正 〇平準化対策（工事、委託）　〇適正な工期設定

〇土曜一斉休工
〇週休２日制モデル工事の取組拡大（週単位の導入）（R7.10～）
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（２）発注・施工時期の平準化【取組内容】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月

（件数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月11月12月 １月 ２月 ３月

（件数）

第一四半期平均稼働件数を
 年間平均稼働件数の90％以上に

目標

年間平均稼働件数

第一四半期平均稼働件数

月別工事稼働件数

R６年度 R７年度 R８年度

発注計画の作成・公表

①債務負担行為の活用

②債務負担行為の活用（ゼロ債務）

③発注準備工事

④速やかな繰越

準備
4-6月契約 年度内完成

1-3月契約 12月迄完成

年度当初 補正成立後

変更等随時公表

執行 非出水期完了
（12ヶ月未満）

◆平準化イメージ◆平準化に向けた取組
〇債務負担行為の活用
（ゼロ債務、債務負担）

〇柔軟な工期の設定
（余裕期間制度の活用）

〇速やかな繰越手続き
（適正な工期の設定）

〇積算の前倒し
（発注準備工事）

〇早期執行のための目標設定
（発注見通しの公表）

○工事工程表の掲載
○適正な工期設定の考え方をまとめた
冊子を公開し、工期変更のツール
としての活用を促進
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１．県内建設工事現場の土曜一斉休工
      平成２９年度～
○祝日と併せて３連休となりうる土曜日を

中心に、夏から秋にかけて休工日を設定

○建設業界の「休日確保」に関する
意識の醸成を図る目的で実施

（３）休日の確保【週休２日の推進】①
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２．週休２日制モデル工事の導入 令和元年度～

  ＜実施方法＞
・「発注者指定型」による発注
・「現場閉所型」による発注を原則とし、現場閉所が困難な工事に

ついては「交替制」とすることができる
・令和６年１０月からは通期に加えて、月単位の週休２日を導入
・令和７年１０月からは通期が廃止され、完全週休２日が導入予定

＜対象工事＞
・全工事（緊急工事等対象外工事を除く）で実施（令和４年度～）

＜経費の補正＞
・週休２日に見合う経費となるよう、国と同様、労務費、機械経費、
共通仮設費、現場管理費を補正して加算計上

（３）休日の確保【週休２日の推進】②
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１．建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）活用モデル工事
令和４年１月～

＜実施方法＞
・発注者指定型及び受注者宣言型
※令和７年度の発注目標は
発注者指定型で５００件以上

＜実施内容＞
・技能者情報登録：６０％以上
・就業履歴情報登録：全工事期間

＜サポート＞
・カードリーダー等の購入費用や現場での
カードタッチ費用について、実施状況等
を確認の上、補助

・モデル工事受注者の内、希望者には
ＣＣＵＳの運用サポートを実施

（４）就労環境改善
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